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注意事項

1 試験開始の合図があるまで， この問題冊子の中を見てはいけません。

2 この問題冊子は6ページあります。

試験中に問題冊子の印刷不鮮明， ページの落丁・乱丁および解答用紙の汚れ等に気付いた場

合には， 手を挙げて監督者に知らせなさい。

3 解答用紙は2枚です。 解答はすぺて解答用紙の所定の場所に記入しなさい。

4 解答用紙とは別に， 下書用紙が2枚あります。 必要に応じて自由に使用しなさい。

5 受験番号は， すべての解答用紙の所定の欄（各2か所）に必ず記入しなさい。

6 配付した解答用紙は， 試験終了後にすべて回収します。

7 試験終了後， 問題冊子， 下書用紙は持ち帰りなさい。
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問題

次の文章をよく読んで， あとの問いに答えなさい。

人間は， 育っていく過程で， たとえば， 日本人だったら「もったいない」， 英米人だったら

「無駄をしなければ不自由もしない (Waste not, want not.) 」ということわざに沿った教育な

いし道徳観を刷り込まれる。

ヒト（注1) が成長していくにつれて学ぶ， 合理的な損得計算以上に大切なことのひとつは社会規

範の尊重であり， 人への思いやりや信頼関係を重視することである。 人間のなかに自分の利益を

最大化させる行動以上に社会規範が重要性をもつことは， ときに経済学者が予想しない結果を招

く。

経済学では， 政策の中心的ツ ールは， 罰金と補助金である。 抑制したい行動には罰金を科し，

奨励したい行動には補助金を出す。 実際， 罰金を科すことで違法駐車はある程度減らすことがで

きるし， 現金の代わりにカ ー ドやスマホによる決済を奨励したければポイントなどの形でこれ

らに補助金を出すことが効果的だ。 経済学の常套句である「他の条件が等しければ」， という

前提が満たされれば， 罰金と補助金は， 行動を抑制したり奨励したりするうえで強力に作用す

るはずだ。

しかし， お金を渡したり， もらったりすることはヒトの判断の枠組みに重要な変化をもたら

す。 それは， 他の条件が等しければ， という前提を破壊してしまう。 そのことをわかりやすく

示したのが， イスラエル ・ ハイファの保育園10か所で「子どもを迎えに来る保護者の遅刻」と

いう問題に取り組んだ経済学者たちの実験である。 この研究結果は， いろいろなところでひとつ

の解釈に沿って紹介されているが， ここでは， 人間がエコン （注1) であることを前提とした論文

のもうひとつの解釈と対比させて紹介したい。

これらの保育園では， 月謝1,400シェケル（シェケルはイスラエルの通貨単位）で幼児を預か

っていた。 だが， 16時の閉園時間までに迎えに来ない保護者がいる場合， 保育士が残って子供

の面倒を見ざるを得ない。 どうすれば遅刻は減らせるか。

実験期間は20週。経済学者はまず4週間， 何もせず慎重に遅刻状況を親察したあと， 保育園を

ランダムに2つのグループに分けて対策の効果を比較した。

第1のグループには， 第5週から16週まで閉園時間から10分以上遅刻した場合には， ひとり1回

10シェケルの罰金を科した。 ただし， 第17週以降， 罰金は撤廃された。

第2のグループにはこうした罰金政策はあえて導入しなかった。第2のグループの存在は， 他の

要因（たとえば， 天候や交通渋滞のせいで保護者の遅刻が増えた週があった， とか）が実験に影

響を与えていないかを確かめるうえで役立つからだ。

保護者がエコンであれば， これまでタダだった遅刻に罰金が科せられることで， 彼らは遅刻を

減らすように努力するはずだ。
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どうなっただろうか。結果（図1)を要約すると，以下のとおりである。

図1 保育園の閉園時間に遅刻した保護者の数の推移

親が遅刻した回数
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出典： Gneezy and Rustichini (2000) "A Fine is a Price" The Journal of Legal Studies, 29 (1).

● 2 つのグループの最初 4 週の遅渕回数水準は，ほとんど同じだった。
● 罰金を導入しなかったグループでは，遅刻回数には大きな変動はなく安定していた。

● 罰金を導入したグループの遅刻回数は，罰金導入後に大幅に増加，導入しなかったグル
ープの倍になった。

● 罰金を導入したグループの遅刻回数は， 17 週以降，罰金を撤廃したにもかかわらず減少
しなかった。

罰金を科すことによる遅刻の大幅な増加！ これは経済学者の標準的予測とは正反対である。

なぜ罰金制度は逆効果になったのだろうか。

この実験を行ったイスラエルの経済学者たちは， 2つの解釈が成り立ちうる，としている。
メインストリ ームの経済学である「ゲー ム理論J 甲）を使った解釈では，園児の保護者はエコ

ンであり保育園経営者を相手に自己の利益を最大化する行動（ゲーム）をしている，と考える。

罰金導入前，保護者は保育園経営者がどの程度，遅渕に対し厳格に反応するかを知らないから警

戒的に行動していた。しかし，罰金制度の導入により保育園の処罰行動を推測できるようにな

り，遅刻を増やしても退園などの厳罰を受けたりすることはない，との推測が可能になった。こ

れにより，保護者は安心して遅刻を大幅に増やした，というのである。著者たちはこの説明は，

保護者は完全に合理的で完全に利己的というエコンの仮定を満たすもの，と説明している。

しかし，この論文の実験結果が注目されるとともに， しばしば引用され， 目にすることが多い

のは，論文の著者たちが，残念ながら，（ゲーム理論の説明より）インフォーマルになってしま

うが，という前置きとともにおずおず持ち出した， といった感じの2番目の解釈の方だった。

それは，罰金の導入前に保護者の遅刻を抑制していたのは， 「社会規範」だったのではない
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か， というものである。 保護者達は， 罰金導入前は「保育園との契約は午後4時までの期間しか 

カバーしていない。 その後， 先生たちは寛大に対応してくれている。 その忍耐力につけこむべき

ではない」と考えていた。 だが， 罰金導入後は「先生は， 閉園後も子どもの世話をするが， それ 

には対価が払われる（「罰金」と呼ばれているが）。 だから， このサー ビスは必要なだけ使え

る」という市場取引としての行動に置き換わったのでは， という。

なお， 罰金を撤回しても第1のグループの遅刻は減らなかった。 これは， ゲーム理論的な説明

では， 保育園経営者の寛大さを保護者が見切った結果， という説明になる。 他方， 社会規範の観

点かなか復元しない， という可能性を示唆していることになる。

ただし， この実験は， 経済学が重視する市場原理がヒトには働かないことを意味するものでは

ない。 実験で， 使用した10シェケルという罰金は， 遅刻の対価という解釈を可能にすることで社 

会規範を破壊した一方， 実験当時， イスラエルの違法駐車の罰金が75シェケル， 赤信号無視の罰 

金が1,000シェケル（プラス処罰）であったことと対比すると， 高いとは言えないものだった

(10シェケルは当時の為替相場で250円程度である）。 もし， 罰金が， たとえば50倍の500シェケ 

ルであれば， 遅刻は減少し，社会規範破壊の影響が顕在化せず経済学の標準的行動予測に沿った 

結果となった可能性も十分あったはずだ。 このように社会規範と市場原理は， ヒトの日常のさま 

ざまな場で綱引きを展開していると考えられる。

出典：翁邦雄『人の心に働きかける経済政策』 （岩波書店， 2022年）より抜粋。 必要に応じて

表現等を変えてある。

（注1)筆者は， 合理的に満足を最大化しようとする人間を「エコン」と呼び， 「エコン」の合

理性から逸脱して行動する人間を「ヒト」と呼んでいる。 個人や企業が基本的にエコンであるこ

とを前提とした考え方が現在の主流派経済学である。

経済学において， 合理的に満足を最大化しようとするとは， 最小限の負担で最大限の成果を得

ようとすることである。 筆者は， 「エコン」と「ヒト」とを特に区別していない場合に， 「人」

や「人々」といった表現を使っている。

（注2) 「自分は相手の行動を予測して意思決定するし， 相手も自分の行動を予測して意思決定

する」状況を戦略的状況（ゲーム）という。 ゲーム理論は， そのような戦略的状況で何が起きる

かを予測するために用いられる。
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問 本文中にある事例のように， 経済的合理性と社会規範が衝突するような場合に， あなた

ならどのような対応を提案しますか。 あなたの考えを， 具体的な事例をあげて， 1,000

字以内で自由に論じなさい。
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